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１． はじめに 
環境都市工学科を卒業してシビルエンジニアになると，その多くは，必ず図面を扱うようになります．測量成果
を扱った地図，橋梁などの構造物の設計図，上下水道の管路図など，多種多様です．また，オフィスで設計計
算書を基に図面を作製したり，現場で施工を行う際に読図したりと，図面を作製・利用する立場も様々です．た
だ共通しているのは，今は手書きの図面ではなく，CAD（Computer Aided Design）を用いた図面が扱われること
です．したがって，卒業して就職した際には，読図を含めて製図（CAD）は必要な基礎知識の一つと言えます．
学生のみなさんは，「CAD を用いて描きたい図面を早く正確に描ける能力」を身につけておく必要があります． 
近年，国や地方自治体が発注する業務では，電子納品が義務づけられるようになりました．このような世の中
の趨勢に鑑み，環境都市工学科では，情報処理センターの協力を得ながら CAD 教育に力を注いできました．
そこで，本稿では環境都市工学科のCAD教育の取り組みと本校で受験可能なCAD利用技術者試験について
紹介します． 
２． 環境都市工学科の CAD教育 
環境都市工学科では，2 年次に CAD（通年 2 単位．本年度は，カリキュラム変更に伴う移行期間のため 3 年
次にコンピュータ図学も開講．），4 年次に環境都市工学設計製図Ⅰ（通年 2 単位），5 年次に環境都市工学設
計製図Ⅱ（通年2単位），および環境都市工学設計製図Ⅲ（通年2単位）が開講されています．低学年では製図
の基礎とソフトウェア（AutoCAD2005）の操作方法をマスターし，高学年では，設計条件をクリアする構造物を各
自が設計し，その図面を CAD で描きます． 
私が担当している 2B の CAD では，土木製図の規約を学び，CAD に関する基本操作の習得を目指していま
す．図 1 は，CAD の授業の一コマです．学生全員が，一生懸命，図面の作製に取り組んでいます．線を 1 本ず
つ描いても，図面を完成させることができますが，修正機能のコマンド（鏡像，配列複写，回転，尺度変更など）
を理解していると，より早く図面を完成させることができます．これは，迷路でゴールへの近道を知っているのと同
じことです．U型側溝や高架歩道橋の透視図などを課題として与え，修正機能を多く紹介することで理解の向上
に努めています．また授業では，次に示す CAD 利用技術者試験に出題された問題を積極的に取り入れること
で，資格の取得も念頭に置いています． 
 
図 1 CAD の授業にて（ものづくりアトリエ） 
３． CAD 利用技術者試験について 
CAD 利用技術者試験は，平成 2 年 10 月に「CAD インストラクター認定試験」として創設され，平成 6 年 6 月
より現在の「CAD 利用技術者試験」と名称が変更されて現在にいたっています．社団法人 CSAJ（コンピュータソ
フトウェア協会）が主催する民間の資格であり，経産省が後援をしています．認定会場（CAD利用技術者試験セ
ンターが正式に認定した大学・専門学校など）の数も全国で 500 校以上（平成 18 年 1 月現在）あり，IT 関連の
技術系認定試験として広く認知されています．本校は，環境都市工学科の吉田教員が中心となって，平成 14
年度に試験会場としての認定を受け，平成15年度前期試験より受験が可能となりました．私は，平成16年度前
期試験より 3 年間，試験実施責任者を担当しています． 
CAD 利用技術者試験は，CAD を利用した知識やスキルを明確化し，一定水準に達している受験者に対して
評価・認定を行うものです．2 次元 CAD システムを利用する上での知識が問われる 2級試験（筆記試験のみ），
および，上記の知識と利用技術が問われる 1 級試験（建築系と機械系より選択，筆記＋実技試験）があります．
これらの試験は，年 2 回（前期試験は 6 月中旬，後期試験は 11 月中旬）開催されます．2 級試験は，試験時間
60 分中，CAD システム分野および製図分野から 60 問が出題され，各分野 5 割以上の正解，かつ総合 7 割以
上の正解で合格となります．1 級試験は，本年度より建築系と機械系に分かれ，筆記試験も加わりました．試験
時間は 80 分で，筆記が 25 問，実技が 1 問程度出題されます．筆記試験，実技試験が 5 割以上の正解，かつ
総合が 7割以上の正解で合格となります． 
福井高専で受験した学生の受験者数と合格率の推移（合格者／受験者）を図 2 に示します．受験者は，主と
して機械工学科と環境都市工学科の学生が中心であり，平成 16 年度で一気に受験者数が増大したものの，そ
の後は徐々に減少し，最近では 20 名程度になっています．8 回の試験を経過し，合格率は概ね 33%から 60%で
推移してきました．平成 18 年度後期試験では，2 級試験の合格率が 75%に向上しました．また 1 級試験では，
機械工学科 4 年の松林利樹君が，福井高専では初めて 1 級試験に合格しました．おめでとうございます．本稿
を読んでいる学生諸氏は，是非，CAD利用技術者の資格取得を目指して頑張って下さい． 
４． おわりに 
今後，環境都市工学科では一級建築士の受験資格を得るために，戸建て住宅や集合住宅などの建築物の
自由設計が組み込まれるため，CAD 教育の内容は更新されます．また情報処理センターでは，3 次元 CAD
（Solid Works）も利用可能です．実践的な技術者を育てるには，古典的で基礎的な知識を教授するだけではな
く，新しい技術を積極的に習得させて社会に送り出す必要があります．教える側もスキルアップしながら，今後も
CAD教育に積極的に取り組んで行きたいです． 
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図 2 CAD 利用技術者試験の受験者数と合格率の推移 
